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《小学校・国語科》 

基礎・基本の定着を図る書写指導の工夫 

～発達段階に応じた授業展開を通して～ 

 

那覇市立天妃小学校教諭 加島 そのえ 

Ⅰ テーマ設定の理由 

情報機器の発達により，社会生活はおびただしい数の活字に囲まれ，文字を書く機会も少な

くなった。そのため，手書き文字に対する意識が希薄になっているように思えるが，生活の中

で記録を取ったり，手紙を書いたりと書くことの必要性は変わらない。 

新小学校学習指導要領における国語科の書写に関する事項の中に，低学年では「姿勢や筆記

具の持ち方を正しくし，文字の形に注意しながら，丁寧に書くこと」，「点画の長短や方向，接

し方や交わり方などに注意して，筆順に従って文字を正しく書くこと」とある。そして，中学

年で「文字の集まり（文字群）の書き方」の事項へ，さらに高学年で「目的に応じた書き方」

に関する事項へと系統的に指導していく。小学校における書写は，日常生活や学習活動に生か

すことのできる書写の能力を育成する役目を担っていると言える。 

低学年の児童は文字を書くことに対する興味・関心が高く，新しい文字を早く習いたがった

り，手紙を喜んで書いたりする。しかし，文字を書くための筆記具の正しい持ち方や姿勢を身

に付けるには児童一人ひとりの発達や普段の生活習慣によって定着に時間がかかるため，書写

の時間以外の学習活動とも関連付けて定着を図っていかなければならない。また，そのような

持ち方や姿勢をはじめ，書写の時間に学んだことをしっかりと定着させるためには中学年，高

学年でも継続した指導が必要である。 

私自身の授業実践を振り返ってみると，書写の時間に正しい筆記具の持ち方や姿勢の指導を

しても，個別の指導や書写の時間以外の学習活動で徹底させることが不十分で定着を図ること

が難しかった。また，手本を見ながら真似て書く反復練習が中心で，正しく整った文字の書き

方を理解させるための手だてが不十分であった。そのため，書写の時間は手本を見ながらゆっ

くりと丁寧に文字を書き，きれいに書こうとする気持ちがあるものの，ほかの学習の場面や家

庭学習の文字を見ていると字の形が崩れたり，基本点画が間違ったりしていた。これは，低学

年で指先の発達がまだ十分ではないこともあるが，文字の正しい書き方と整え方の理解が不十

分であったためと考える。 

以上のことから，日常生活に生かすことのできる書写の能力を身に付けるには，書写の基

礎・基本を明確にして，その定着を図ることが必要であると感じた。そのために正しく整った

文字の書き方を理解させるための手だてを工夫して児童が主体的に学びながら基礎・基本が身

に付くようにしていきたい。 

そこで，書写の指導において，発達段階に応じた教材・教具や授業展開の工夫をすることで，

児童が主体的に学び，書写の基礎・基本が身に付くであろうと考え，本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

書写の基礎・基本を明確にし，児童の発達段階に応じた教材・教具や授業展開の工夫につい

て研究する。 



 - 42 - 

Ⅲ 研究仮説 

 １ 基本仮説 

書写の指導において，発達段階に応じた教材・教具と授業展開を工夫することで，児童が

主体的に学び，書写の基礎・基本が身に付くであろう。 

 ２ 作業仮説 

(1) 正しく整った文字の書き方を理解させるために，教材・教具を工夫して文字の形をわか

りやすく学ばせ，児童自ら文字の正しい書き方や整え方を発見させることで，正しく整っ

た文字が書けるようになるであろう。 

(2) 書写の指導において，基礎・基本を明確にし，発達段階に応じた授業展開を行うことで，

児童の意欲が高まり，基礎・基本を身に付けることができるであろう。 

 

Ⅳ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容 

１ 書写の基礎・基本について   

２ 発達段階に応じた教材・教具の工夫について 

３ 基礎・基本の定着を図る授業展開の工夫について 

 

めざす児童像 

基礎・基本を身に付け，進んで書写活動に取り組む子 

研究テーマ 

基礎・基本の定着を図る書写指導の工夫 

～発達段階に応じた授業展開を通して～ 

児童の実態・教師の願い・授業の反省 

研究仮説 

 書写の指導において，児童の発達段階に応じた教材・教具や授業

展開を工夫することで，児童が主体的に学び，書写の基礎・基本が

身に付くであろう。 



 - 43 - 

Ⅴ 研究内容 

 １ 書写の基礎・基本について 

書写に必要な事項を整理して取り上げたもの

に，「書写の要素」がある（表１）。小・中学校国

語科書写の学習指導で扱われる事項で，学習指導

要領では「書写の要素」を児童・生徒の発達段階

を考慮して系統的に構成している。 

この学習内容を指導するために，児童の実態

（既習内容の定着度）を踏まえながら，これらの

要素のどのような内容を補い，新たにどのような内容を指導していくのかということを明確

にすることが必要である。つまり，１学年から当該学年の前時までの既習内容と本時の目標

が基礎・基本であり，本時の目標を達成するために必要な各要素の内容全てを基礎・基本と

捉えて明確にするということである。 

そして，学習内容の「知識・理解」や「技能」に加えて，正しい書き方について考える「思

考・判断」や書写に対する「関心・意欲・態度」，「書写の日常化」も基礎・基本と捉え，５

つの観点における基礎・基本を明確にした。 

表２ ５つの観点における基礎・基本〔２学年 画の方向〕（○は既習事項，●は本単元で指導する事項） 

関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解 書写の日常化 

○正しい姿勢や

持ち方を意識

して文字を書

こうとするこ

とができる。 

●画の方向が変

わると文字の

形がどうなる

のか進んで見

ることができ

る。 

●気付いたこと

を進んで伝え

ようとするこ

とができる。 

●正しく整った

文字の書き方

に気を付けて

進んで練習し

ようとするこ

とができる。 

●教材文字を見て，

画の正しい方向

について考える

ことができる。 

●おれ，まがり，そ

りの書き方の違

いを考えること

ができる。 

●正しく整った文

字の書き方（わか

ったこと）をもと

に，自分や友達の

文字の良いとこ

ろや直すところ

などを見つける

ことができる。 

○姿勢や持ち方

を正しくして

文字を書くこ

とができる。 

○横画・とめ・

はね・はらい

の書き方や文

字の形などに

気を付けて書

くことができ

る。 

●画の方向に気

を付けて，正

しく整った文

字を書くこと

ができる。 

○姿勢や持ち方，

点画の書き方

や正しい字形

がわかる。 

●画の名称や方

向，書き方を理

解することが

できる。 

 

 

○ワークシート

の名前や気付

いたことの書

き込みなどを

ていねいに書

くことができ

る。 

○常に姿勢や持

ち方，点画の

書き方などに

気を付けて，

整った文字を

書こうとする

意識を持つこ

とができる。 

●常に画の方向

に気を付け

て，正しく整

った文字を書

こうとする意

識を持つこと

ができる。 

表１ 書写の要素 
 

①姿勢・執筆  

②用具・用材 

③筆使い 

④筆順 

⑤字形 

 

⑥文字の大きさ 

⑦速さ 

⑧字配り,配列･配置 

⑨書式・形式 

⑩良否の弁別 
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 ２ 発達段階に応じた教材・教具の工夫について 

文字に対する興味・関心を高め，正しく整った文字

の書き方を理解させるには，書写の用語や書き方など

言葉の概念をつかませなければならない。低学年では

言葉の概念をつかむことが難しいので，身に付けさせ

たい用語や書き方などを視覚的・感覚的に捉えること

ができるようにする。そして，教材を音声化・動作化

することで知識・技能の習得に繋げ，ワークシートを

工夫して習得した知識を活用できるようにする。 

(1) 提示する文字について（図１） 

基本点画の細かい部分が見やすいように教材文字

は大きく提示し，「おれ」や「そり」などの方向が変

えられるようにしたり，文字の画を一つ一つ切り抜

いて分解したものを組み合わせたりして正しく整った形を視覚的に捉えさせる。 

また，「はらい」は実際に物を手で払い，「おれ」は実際に物を折ったり，折り曲げたり，

「そり」はモールやホースなどを弓なりに反らせるなど日常の動作や身近な物を取り入れ

ることで感覚的に捉えさせる。 

このように，文字を視覚的・感覚的に捉えさせることで児童は正しく整った文字を認識

し，良否の弁別をする視点を持つことができるようになる。 

(2) 音声化・動作化による知識・技能の習得 

低学年の児童は物事を合い言葉にして唱えたり，動きを付けたりすることを喜び，音と

動きを連結させて覚えることを好む。そこで，身に付けさせたい学習内容を音声化・動作

化して繰り返し学習することで知識・技能の習得を図る。 

毎時間，授業の導入や文字を書く前に姿勢や筆記具の持ち方を合い言葉で唱えながら体

を動かして確認し，文字の空書きで基本点画や筆順の確認をする。 

また，「まがり」と「おれ」の学習では，２つの違いを「まがり」は「トン（始筆），ス，

ス，スー（曲がる）」，「おれ」は「トン（始筆），スー（送筆），トン（止めて），スー（向

きを変える）」というように筆使いを音にして声を出しながら書くことで形と書き方の違い

を感覚的に捉えることができるようにする。 

(3) ワークシートの工夫（図２） 

①文字の変容が見えるようにする 

授業展開に沿って書いた３つの文字，導入で書く「ためし書き」・正しく整った文字の

書き方をつかむ場面の後に書く「練習」・学び合いの後に書く「まとめ」を見比べること

ができるようにする。３つの文字の変容から自己の課題や成長を確認することで学習を

振り返り，次の意欲へと繋げる。 

②相手のワークシートに気付いたことを書き込めるようにする 

正しく整った文字の書き方をつかむ場面の後に２回目の文字を書き（練習），友達とワ

ークシートを交換してその文字が目標に沿って書けているか互いに相手の良さや気付い

たことを書き込めるようにする。相手の良さや気付いたことを伝えられるということは

正しく整った書き方をつかむ場面で知識を得ることができ，それを活用することとなる。

つまり，知識・理解，思考・判断の基礎・基本を身に付けたということが言える。低学

年でも点画の長短や方向，文字の形など視点を具体的に提示すれば正しく整った文字で

あるかどうかの良否の弁別ができるようになる。 

③「そり」の方向を変えた漢字 

図 1 教具の工夫（拡大文字・分解文字） 
①組み立てた文字  ②分解文字 
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③児童の実態に応じたマスの大きさで練習する 

低学年では指の動きがまだスムーズではないので細かい点画が書きやすいように大き

めのマスで練習させる。また，肩や肘が動かない程度に鉛筆を大きく動かすことで指先

の働きが良くなると考えられるので児童の実態に応じて様々な大きさのマスで練習をさ

せる。 

 ３ 基礎・基本の定着を図る授業展開の工夫について 

基礎・基本の定着を図るには，体験的な学習と繰り返しの学習による知識・技能の習得と，

児童が学びたい，学ぶことが楽しいと感じ，主体的に取り組む授業を展開することが大切で

あると考える。学習の前提にある学習意欲が知識・技能の習得を深め，その深まりによって

学習意欲がさらに高まり，これらを相互に関連させて指導を行うことが基礎・基本の定着に

繋がる。 

そして，授業展開は児童の実態に応じて順序を置き換えたり，活動を選択して行ったりす

ることにより，さらに効果的に基礎・基本の定着が図られる。 

(1) 知識・理解を深める指導 

①導入の工夫（ウォーミングアップ） 

低学年で扱われるもっとも基礎的な要素となる姿勢と筆記具の持ち方の確認や空書き

による筆順の確認，前時の振り返りなどをする。繰り返しにより身に付けさせたい内容

の定着を図る。 

②課題意識を持たせる工夫（ためし書き・目標の把握） 

本時の教材文字を提示し，ウォーミングアップをした後，自分なりに教材文字を書か

せる（ためし書き）。そのためし書きの後に目標を確認することで自分の普段の文字が正

しく書けているのか，どのようにして正しく書くのかなど学習への課題意識を持たせる

ことで児童が主体的に学び，理解を深めることができるようにする。 

③書き方の理解を深めさせる工夫（正しく整った文字の書き方をつかむ） 

「正しく整った文字の書き方をつかむ」場面において文字の形や書き方を視覚的・感

覚的に捉えさせ，思考を促すような発問で児童自身に書き方を見つけさせることにより，

文字を正しく整えるための視点を持たせる。 

その際，児童の実態に応じて既習内容を確認することが基礎・基本の定着に繋がり，

正しく整った文字の書き方を見つける手だてとなる。 

①普段書いて
いる文字を
認 識 さ せ
る。 

②文字の変化
に気付かせ
る。 

④学びによ
る文字の
変化を認
識 さ せ
る。 

③
視
点
を
持
っ
て
文
字
を

見
さ
せ
る
。 

図２ ワークシートの工夫 
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④学習内容を定着させる工夫（たしかめシート） 

学習内容を定着させるために本時の目標
に沿ったたしかめシートをさせる。学んだこ
とを応用することでさらに理解を深め，文字
を正しく整えて書くための視点をつかむこ
とができたかの確認をする。自己の理解度を
確認することで次の意欲にも繋がると考え

る。学習内容を理解できていない児童にはヒ
ントを与え，実態を把握して指導に生かす。 

  (2) 学習意欲を高める指導 
①文字に対する興味・関心を高める工夫 
ア：教材文字の特徴を視覚的・感覚的に捉え
させる。 

イ：文字の構成や成り立ちなどに目を向けさ
せることで文字のひみつや面白さを感じ
させる。 

ウ：文字に関するクイズを提示したり，児童にクイズを作成させたりする。 
   ②学び合いの工夫 

文字を正しく整えて書くための視点をもとに学び合いの場面で友達と互いの良さを認

め合い，気付いたことを伝え合う。視点を持って学び合うことにより，互いに学びを広
げ，良否の弁別ができるようになる。また，低学年ではほめられたり，認められたりす
ることを喜び，互いによくほめ合うことができる。この学び合いを通して文字を観る視
点も養われ，良否の弁別ができるようになる。 

 
Ⅵ 授業実践（第２学年） 
１ 単元名  かん字の学しゅう 
２ 教材名  画の方こう 
３ 単元目標 

  ○漢字の筆順や画の方向，付き方・交わり方などの「字形の整え方」を正しく理解して字形
を整えて書くことができるようにする。 
○字形や書き方の似ている文字に気を付けて，正しく書くことができるようにする。 

４ 単元について 
  (1) 教材観 

本教材は画「おれ・まがり・そり」の方向を正しく理解して書くことがねらいとなる。 
児童は「おれ・まがり・そり」の書き方について１学年の平仮名の単元と１学期の片仮

名（「おれ・まがり」のみ）の単元の中で学習しており，本教材では，漢字の学習を通して，
正しい画の方向について理解する。 

「おれ」は，『国』のように真下に折れるものと『方』のように内側に折れるものや『会』
のように上から横へ折れるものとがある。『国』は真下に折れるので児童にとって書きやす
い教材であり，普段の生活の中で時間割をメモする際，「国語」の文字をよく書いているの
で身近でもある。『方』は内側に折れるのが真下になりやすく，縦から横へ折れる『会』は
少し斜め上に上がって「はらい」も含んでいるので，画の方向を変えて見せることで正し
く整った形を捉え，画の方向に気をつけて文字を書くことができるようになると考える。 

  (2) 児童観 
    事前のアンケートで 80％以上の児童が「書写(硬筆)の学習が好き」と答えている。しか

し，自分の文字がきれいだと思う児童は 40％，もっと上手になりたいと思っている児童が
90％いた。このことから，本学級の児童は文字を書くことに苦手意識はあるが，きれいな
文字を書きたいという願いを持っている。 
普段の書く活動を見ていると，ほとんどの児童は注意を促してもあまり点画を意識しな

いで書く傾向にある。また，きれいに書きたいという気持ちはあるが，手本を見ても細か
いところまで見ていなかったり，正しい書き方がまだ分かっていなかったりする。そして，
自分なりに正しく書いているつもりになっているところが見られるので，友達とお互いに
見比べることで自分の課題に気付かせたい。 

図 3 たしかめシート 
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【関】：関心・意欲・態度 【思】：思考・判断 【技】：技能 【知】：知識・理解 

(3) 指導観 

これまでの私の実践では手本を見ながら真似て書く反復練習が中心だった。今回の学習

では教材と授業展開を工夫して児童自ら課題を見つけることができるようにし，正しく整

った文字の書き方の理解を深め，主体的に学習できるようにしたい。 

    そこで，学習の課題を捉えさせるための教材は，文字を拡大して細かい部分まで見やす

くしたり，色分けをしたりして，視覚的に捉えられるようにする。本時では，画の「おれ」

の部分が動く（角度を変えられる）教材を使って，画の方向が変わると文字の形が悪くな

ることに気付かせたい。また，「おれ」の書き方は一旦止まってから方向を変えることも押

さえる。そして，これまでの学習（国語の時間や片仮名の書写）を振り返りながら，児童

の思考を促すような発問をすることで，児童の気付きがたくさん出るようにしたい。 

文字を書くときは，１学年で学習した姿勢，持ち方を写真や教具を使って確認し，これ

までに学習してきた点画（とめ，はね，はらいなど）の書き方や筆順などもその都度確認

して，児童が意識して書けるようにしていきたい。姿勢については，書くときだけでなく，

話を聞くときなど普段の学習全般の中でも指導していきたい。 

練習をした文字は自分で批正したり，友達と見比べて気付いたことを教え合ったりする

ことで自分の課題に気付き，もっと上手になりたいという意欲や，自分の文字を改めよう

とする気持ちを持たせたい。 

次時では，「おれ」の学習を踏まえて「まがり・そり」の画の方向について学習する。「お

れ」と同じように正しい方向があること，「おれ」と違って筆記具の動きを止めないで徐々

に方向を変えて書くことを理解させ，画の方向についてまとめ，練習の時間を設けて習熟

を図る。 

    以上のように児童が主体的に学ぶことができるような手だてを工夫することで書写の基

礎・基本の定着を図りたい。 

５ 指導計画（６時間） 

教
材 

時 本時の目標 主な学習内容と活動 ・指導上の留意点 
◆具体の評価基準(おおむね満足できる) 

１ ○片仮名と似ている
部分の書き順を正
しく理解し，進んで
練習に取り組むこ
とができる。 

・ 片仮名と似ている部
分を見付け,書き順
がどうなっているか
考える。 

・ 児童同士で文字を見
合って，相手のよい
ところや気付いたこ
とを伝え合う。 

・ 教材文字を拡大したり，色分けしたりし
て，書き順が理解しやすいようにする。 

・ 繰り返し空書きをして書き順を確認する。 
・ 友達の発表を参考にさせたり，書き方を示
したりする。 

【思】友達の発表やヒントを参考に，お互い
が書いた文字について気付いたこと
を書くことができる。 

正
し
い
書
き
順 

２ ○片仮名と似ている
部分の書き順や字
形に気を付けて，い
ろいろな語句を書
くことができる。 

・片仮名と似ている部
分のあるいろいろな
漢字を見付けて,書
き順に気を付けて正
しく書く。 

・ 片仮名と書き順が同じものと違うものが
あることを押さえる。 

【技】黒板の資料を見ながら，書き順に気を
付けて書くことができる。 

画
の
方
向 
 

３ 
 
本
時 

○「おれ」の方向を正
しく理解し，自分の
課題に気付いて練
習することができ
る。 

・ 「おれ」の正しい方
向を考え,書き方を
理解する。 

・児童同士で文字を見
合って，相手の良い
ところや気付いたこ
とを伝え合う。 

・ 「おれ」の部分が動く教材を使って，「お
れ」の方向が変わると文字の形が悪くなる
ことに気付かせる。 

・ ワークシートを工夫して互いの考えが伝
えられるようにする。 

【関】【思】友達の発表やヒントを参考に，
互いの文字について気付いたことを
見つけて書くことができる。 

【技】【知】正しい画の方向を示されること
で気を付けて正しく書くことができ 
る。 
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４ ○「そり」,「まがり」

の方向を正しく理

解し，気を付けて書

くことができる。 

・ 「そり」,「まがり」

の正しい方向を考え

る。 

・ 正しい書き方を理解

して練習する。 

・前時の学習を生かして，「そり」，「まがり」

にも正しい方向があることに気付くこと

ができるようにする。 

【技】正しい画の方向を示されることで気を

付けて正しく書くことができる。 

５ ○既習の漢字の中か

ら「おれ」，「まが

り」，「そり」のある

漢字を見つけて正

しく書くことがで

きる。 

・ 「おれ」，「まがり」，

「そり」のある漢字

を見付けたり，その

言葉を使って短文を

作ったりする。 

・ 見付けられない児童には教科書を使わせ

たり，友達と教え合わせたりする。 

【知】具体的なヒントを手がかりに既習の漢

字の中から「おれ」，「まがり」，「そり」

のある漢字を見付けることができる。 

付
き
方 
・
交
わ
り
方 

６ ○画の付き方・交わり

方を正しく理解し

て，正しく書くこと

ができる。 

・ 二つの教材文字を見

比べて，付き方・交

わり方の違いを見付

ける。 

・ 正しい付き方・交わ

り方を理解して練習

する。 

【思】画が付いている部分や交わっている部

分を示されることで，画の付き方・交

わり方に違いがあることに気付く。 

【技】画の付いている部分や交わっている部

分を示されることで気を付けて文字

を書くことができる。 

 ６ 本時の学習（３時間目） 

(1) 目標 

○「おれ」の方向を正しく理解することができる。 

○自分の課題に気付いて，正しく書くことができる。 

(2) 授業仮説 

○「おれ」の正しい書き方を理解させるために，画の方向が変えられる拡大文字を見せた

り，ワークシートを活用したりすることで，正しい画の方向に気付き，意識しながら正

しく書くことができるであろう。 

○自分の課題や友達の良さに気付かせるために，自分で批正したり，友達と見比べたりす

ることで良否の弁別ができるようになり，さらに意欲的に文字を書く態度が身に付くで

あろう。 

(3) 本時の展開 

 学習内容・活動 指導・支援上の留意点 評価の観点・方法 

導 

 

入 

 

７ 
分 

１ 今日の学習 

・「国」，「日」，「田」，「四」，

｢高」，「里」，「月」の漢字

を見て，全て「おれ」が

あることに気付く。 

 

２ ためし書き 

 ・｢国｣,｢方｣,｢会｣を書く｡ 

    自分なりに課題の文字を

書いてみる。 

 

 

・「おれ」の部分を確認し,これから

どんな学習をするのか予想させて

期待を持つことができるようにす

る｡ 

 

 

・文字を書く前に合い言葉で姿勢と

筆記具の持ち方を確認し，空書き

で筆順の確認をして，既習内容に

気をつけて書くことができるよう

にする（ウォーミングアップ）。 
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 学習内容・活動 指導・支援上の留意点 評価の観点・方法 

展 

 

開 

 

28 

分 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ めあてをきめる 

 
 
 
 
 

４ 正しく整った文字の書

き方をつかむ 

・画の方向が変えられる拡

大文字｢国」，｢方」，｢会」

を見て，気付いたことを

発表する。 

 

 

 ・たしかめシートをする。 

 

・｢おれ｣の書き方を考える。 

 

・「おれ」の部分が動く教材を見せ

て「おれ」の正しい方向につい

て学習することを確認する。 

 

 

 

 

 

・画の方向が変わると文字の形が悪

くなることに気付かせる。 

・既習の内容(横画の書き方,とめ，

はね,はらい,画と画の間隔など)

にも気を付けないと正しい文字

が書けないことを押さえる。 

・理解できていない児童にはヒント

を出す。 

・「おれ」を道の曲がり角に例えて，

角を折れるときは一旦止まってか

ら方向を変えること，徐々に方向

を変える「まがり」とは違うこと

を捉えさえる。「トン（始筆），ス

ー（送筆），トン（止めて），スー

（向きを変える）」の音で覚えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・拡大文字を見て，正し

い画の方向について考

え，気付いたことを発

表することができる。

【思】(発言) 

 

・正しい画の方向が分か

る。【知】(たしかめシ

ート) 

  

５ 練習 

・「おれ」の方向に気を付

けて練習する。 

 

６ 学び合い 

・友達と見合って，互い

の良いところや気付いた

ことをワークシートに

書いて知らせ合う。 

 

 

 

・正しい書き方に気を付けて練習で

きるように声をかける。 

 

 

・互いの文字を見て気付いたこと

を伝えられるようにし,みんなの

気づきをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・気付いたことを伝え

合い，正しい書き方を

理解することができ

る。 

【関】【思】【知】 

（ワークシート･観察

･発表） 

 

ま

と

め 

 

10

分 

６ まとめ 

・話し合ったことをもと

に，画の方向に気を付け

て ｢国｣,｢方｣,｢会｣を

正しく書く。 

 

・気付いたことを生かすことがで

きるように声をかける。 

・ためし書きと比べて良くなって

いるか確かめさせる。 

 

・画の方向に気を付け

て正しく整った文字

を書くことができる

【技】（ワークシー

ト） 

画の方こうに気をつけて かん字を書こう。 
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Ⅶ 結果と考察 

 【検証１】 

【結果】 

図４は，書き方を理解する場面の前後に書かせた文字を比較したものである（ためし書き

と練習）。図５はワークシートより，授業展開の経過に伴い，本時の目標に沿った文字が書

けた児童の割合を表したものである。 

【考察】 

書き方を理解する場面の前後の文字を比較

してみると図４のように「おれ」の方向が変

わったり，文字の形が整ったりしていた。画

の方向や文字の形に気をつけて書いているこ

とから正しく整った文字の書き方を理解する

ことができたと考えられる。ためし書きで目

標に沿った書き方をしていた児童が 26％だ

ったのが，書き方を理解する場面の後では

74％に増えた（図５）。授業後のアンケートで教具を使った学習についての感想には「見やす

くて楽しかった」，「書き方が分かりやすかった」，「書き方がすぐに覚えられた」などの声が

あった。このことから教材・教具を工夫し，児童自身に正しい書き方を見つけさせることは，

書き方を理解させることにおいて有効であると考えられる。 

学び合いの場面では，友達の文字を見て目標に沿って書けているかどうか互いの良さや気

付いたことをワークシートに書き込んだ。全員が相手の良さを見つけたり，ほめたりするこ 

とができ，70％の児童が直し

た方がいいところを書くこと 

ができた。その学び合いの後

に目標に沿った文字が書ける

ようになった児童はさらに

22％増えた（図５）。このこと

から，児童は書き方を理解す

る場面において画の方向や整

った文字を認識し，それを学

び合いで活用することでより

理解を深めることができたと

考えられる。 

 正しく整った文字の書き方を理解させるために，教材・教具を工夫して文字の形を分かり

やすく学ばせ，児童自ら文字の正しい書き方や整え方を発見させることで，正しく整った文

字が書けるようになるであろう。 

図４ ワークシートの文字の変容 

児
童
Ａ 

児
童
Ｂ 

→ 

→ 

練習(２回目) ためし書き(１回目) 

図５ 授業の展開に伴って目標に沿った文字が書けた児童の割合 

74%

26%

96%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

③まとめの段階までに書けていた児童

②練習の段階までに書けていた児童　

①ためし書きの段階で書けていた児童

授業の流れ 
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 【検証２】 

【結果】 

図６は学び合いの場面で互いの良さや気付いたことが書き込まれたワークシートである。

図７は単元後に実施したアンケートより，学び合いの活動が好きな理由である。図８と図９

は，たしかめシートについてのアンケート結果である。 

 【考察】 

正しく整った文字の書き方の理解

を深め，学習意欲を高めるために，

学び合いの活動を行った。 

図６は友達とワークシートを交換

して互いの良さや気付きを書き込ん

だものである。良いところや気付い

たことを書き込んでいることから，

児童は視点を持って相手の文字を見

て良否の弁別をしていることがわか

る。 

単元終了後に実施したアンケート

では 96％の児童が学び合い活動を

好きと答えており，その理由として

図７のように｢書き方を教えてもら

って勉強になる｣41%,「わからないこ

とがわかった」32%などの声があり，

前出の検証１の結果のように学び合

いの活動後，さらに 22％の児童が文

字を直すことができたことから，児

童は学び合いを通して自分が気付か

なかったことを指摘されることで正

しい書き方を認識できたと言える。 

好きな理由としてほかに「友達と

ワークシートを見せ合うことが楽し

い」64％，「教えてあげることが楽し

い」23％という声があったことから，

児童は友達と関わりを持つことで楽

しさを感じ，学習意欲が高まると考

えられる。 

 書写の指導において，基礎・基本を明確にし，発達段階に応じた授業展開を行うことで児

童の意欲が高まり，基礎・基本を身に付けることができるであろう。 

図６ 相手の良さや気付いたことが書き込まれた 
ワークシート 

児
童
Ｃ 

児
童
Ｄ 

図７ 学び合いが好きな理由（選択・複数回答） 

23%

64%

32%

41%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書き方を教えて　　　　
もらって勉強になる

わからないことが　　　
わかった

友達とワークシートを
見せ合うことが楽しい

教えてあげることが楽
しい
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次に，学習内容の定着を図るために本時の目標に沿っ

たたしかめシートをさせた。たしかめシートをしながら

板書を見たり，考えたりしている様子から学習内容を振

り返っていることが伺えた。たしかめシートにおいて

90％の児童が全問正解しており，ほかの児童もヒントを

与えることで答えることができた。 

図８のたしかめシートについての感想では 91％の児

童がたしかめシートに対して肯定的で，これは図９に見

られるようにたしかめシートが児童にとって分かりやす

くて易しい内容であったからだと考えられる。感想の中

には「わからないことがわかった」，「楽しい」，「正解し

ているのがうれしい」などの声もあった。これらのこと

から，目標に沿ったたしかめシートで学習内容を振り返

ることによって，児童の理解を深め，意欲が高まると考

えられる。 

最後に，児童の学習意欲を高め，基礎・基本を身に付

けさせるには，基礎・基本を明確にし，発達段階に応じ

た学び合いの活動や理解を深める手だてが有効であると

考えられる。 

Ⅷ 研究の成果と課題 

 １ 成果 

(1) 正しく整った文字の書き方を理解させるために，教材・教具を工夫して文字の形を分か

りやすく学ばせることで文字に対する関心が高まり，正しく整った文字が書けるようにな

った。 

(2) 書写の指導において，基礎・基本を明確にし，発達段階に応じた授業展開を行うことで，

児童の学習意欲が高まり，正しく書こうとする態度が育った。 

 ２ 課題 

(1) 基礎・基本の定着を図るための系統的・継続的な指導計画の工夫 

  (2) 書写の日常化を図る工夫 
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図８ たしかめシートをやった感想 
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図９ たしかめシートの難易度について 
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